日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。所属研究機関を通じて電子メールで送付してください。
[bookmark: _GoBack]様　式　Ｃ－１０－２

令和３年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究代表者交替に伴う所属研究機関変更届
令和　　年　　月　　日
独立行政法人日本学術振興会理事長　殿
	
	
	
	機関番号
	

	所属研究機関名称
	

	研究
代表者
	部局
	

	
	職
	

	
	氏名
(研究者番号)
	
	

	
	
	
	(
	
	)



このたび、下記のとおり研究代表者の交替に伴い、私が「新たな研究代表者」となったことにより、研究代表者の
所属研究機関が変わりましたので報告します。

記

	１．研究種目名
	
	２．課題番号
	



	３．研究課題名
	



	４．交付決定額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

	直接経費
	間接経費
	合計

	
	
	



	５．研究期間
	令和　　年度～令和　　年度
	６．領域番号・区分
	
	



	７．所属研究機関
	
	（交替前の研究代表者）


	・部局・職・氏名
　（研究機関番号）
	
	

	
	
	
	(　
	
	)　

	
	
	（交替後の研究代表者）


	
	
	

	
	
	
	(　
	
	)　



	８．事実発生年月日（補助事業者変更承認年月日を記入）
	令和　　年　　月　　日



９．本補助事業に関する確認事項
	
	（１）事実発生日における補助金の支出状況
	☐全額支出済み
	☐未使用額あり

	
	（２）当該補助事業にかかる令和２年度実績報告書の提出先
	☐変更前の機関
	☐変更後の機関
	

	
	（３）研究課題の予定
	☐本年度で終了
	☐来年度も継続

	
	（４）間接経費交付決定額変更申請書（様式C-16）の提出
	☐あり（返還）
	☐あり（追加交付）
	☐なし

	
	（５）後期分の補助金を未受領の場合の受領委任先
	☐変更前の機関
	☐変更後の機関
	☐なし



１０．当該年度の後期分の補助金を未受領の場合の受領委任先
【後期請求額】
	（直接経費＋間接経費）
	　（円）



【受領委任先】
	
	変更前
	変更後

	研究機関名（学校法人名）
	
	

	（※学校法人理事長に委任する場合併記）
	（
	
	）
	（　
	
	）

	研究機関代表者　職・氏名
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